
2006.１.１2006.１.１

こ
の
た
び
、
長
門
市
で
は
市
民

憲
章
選
考
・
起
草
委
員
会
に
お
い

て
「
長
門
市
市
民
憲
章
（
案
）」

を
作
成
し
ま
し
た
。

市
民
憲
章
は
、
市
の
理
想
・
目

標
を
示
し
、
市
民
生
活
の
規
範
と

な
る
も
の
で
、「
ま
ち
づ
く
り
」

の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、「
理
想
的
な
ま
ち
」
づ
く

り
へ
の
市
民
一
人
ひ
と
り
の
参
加

意
欲
を
高
め
、
住
民
ど
う
し
の
絆

を
強
く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

地
域
や
世
代
を
超
え
て
共
感
す

る
こ
と
が
で
き
、
次
世
代
に
末
永

く
引
き
継
が
れ
る
よ
う
な
市
民
憲

章
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
９
月
15
日
か
ら
10
月
末

日
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
『
市

民
憲
章
の
「
こ
と
ば
」
募
集
』
優

秀
賞
の
発
表
は
、
市
民
憲
章
決
定

後
に
行
い
ま
す
。

■
実
施
期
間
　
１
／
４

〜
13

■
対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
を
し
て
い
る
人

■
回
答
方
法

・
用
紙
・
様
式
は
問
い
ま
せ
ん

・
氏
名
・
住
所
を
明
記
（
市
外
在

住
者
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名

を
記
入
）

・
郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192

長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
‐
２

長
門
市
役
所
　
企
画
総
務
部

総
務
課
　
行
政
係

23
‐
１
１
１
２

FAX
22
‐
６
３
４
５

・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
行
政
係
）

gyosei@
city.nagato.lg.jp

・
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nagato.
yam
aguchi.jp/

長
門
市
市
民
憲
章
（
案
）

わ
た
く
し
た
ち
は
、
長
門
市
民
と
し
て
の
自
覚
と
ほ

こ
り
を
も
ち
、「
未
来
へ
は
ば
た
く
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
、

次
の
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

一
　
青
い
海
　
み
ど
り
の
大
地
　
い
か
し
あ
う
、

う
つ
く
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
ふ
る
さ
と
の
知
恵
　
そ
だ
て
あ
う
、

ゆ
た
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
ゆ
め
　
か
た
り
あ
う
、

の
び
ゆ
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
笑
顔
　
さ
さ
え
あ
う
、

あ
た
た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
い
の
ち
　
ふ
れ
あ
う
、

す
こ
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

１
月
31
日
ま
で
に

償
却
資
産
の
申
告
を

企
画
総
務
部
・
税
務
課

固
定
資
産
税
係

☎ 

２
３
‐
１
１
２
５

固
定
資
産
（
償
却
資
産
）
の
所
有

者
は
１
月
31
日

ま
で
に
、
所
在
の

市
町
村
長
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
船
舶
に
つ
い
て
は
、
別
途

通
知
し
ま
す
。

申
告
書
の
必
要
な
人
や
申
告
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
税
務
課
固
定
資
産

税
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
償
却
資
産
と
は

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
用

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産

を
い
い
、
構
築
物
・
機
械
お
よ
び

装
置
・
船
舶
・
工
具
・
器
具
・
備

品
な
ど
で
す

・
例
　
レ
ジ
ス
タ
ー
、
業
務
用
冷
蔵

庫
、
事
業
用
の
パ
ソ
コ
ン

■
問
い
合
わ
せ

固
定
資
産
税
係

記
念
入
浴
札
配
布

経
済
建
設
部
・
商
工
観
光
課

温
　
泉
　
係

☎ 

２
３
‐
１
２
５
２

市
営
公
衆
浴
場
（
恩
湯
・
礼
湯
）

で
は
、
漫
画
家
広
中
建
次
さ
ん
と
大

寧
寺
、
湯
本
こ
ど
も
会
の
協
力
に
よ

り
、
え
と
（
戌
）
の
イ
ラ
ス
ト
入
り

記
念
入
浴
札
を
作
り
、
元
旦
正
午
か

ら
入
浴
者
先
着
100
人
に
配
り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み

１
人
１
枚
に
限
り
、
先
着
100
人
に

配
布
し
ま
す

■
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

■
申
込
期
限
　
１
／
13

必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192

長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
役
所
商
工
観
光
課
温
泉
係

ハ
ガ
キ
等
に
よ
る

架
空
請
求
に
つ
い
て

市
民
福
祉
部
・
健
康
増
進
課

母
　
子
　
係

? 

２
３
‐
１
１
１
９

経
済
建
設
部
・
商
工
観
光
課

商
　
工
　
係

☎ 

２
３
‐
１
１
３
６

最
近
、
架
空
請
求
に
関
す
る
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。
昨
年
の
架
空
請

求
ハ
ガ
キ
は
、
法
務
局
な
ど
の
公
的

機
関
を
ほ
の
め
か
す
名
称
を
使
っ
た

も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

は
「
○
○
管
理
組
合
」
や
「
○
○
管

理
事
務
局
」
な
ど
を
名
乗
る
も
の
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
料
サ
イ
ト
料
の
架
空
請

求
の
場
合
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
事
業
所

名
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
最
終
受
付
期
限
」
な
ど

と
、
何
の
証
拠
も
な
い
期
限
を
示
し

て
、
な
ん
と
か
し
て
連
絡
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
証
拠
の
な
い

請
求
は
無
視
し
、「
絶
対
に
連
絡
を

し
な
い
」、「
お
金
を
払
わ
な
い
」
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

脅
迫
め
い
た
悪
質
な
請
求
が
届
い

た
ら
、
す
ぐ
に
長
門
警
察
署
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
裁
判
所
名
を
使
っ
た
架
空

請
求
も
あ
る
よ
う
で
す
。
送
ら
れ
て

き
た
書
面
の
内
容
に
疑
問
が
あ
る
場

合
に
は
長
門
簡
易
裁
判
所
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
商
工
係

長
門
警
察
署
　
　

22
‐
０
１
１
０

長
門
簡
易
裁
判
所

22
‐
２
７
０
８

総
合
計
画
策
定
に
向
け
た

協
働
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

企
画
総
務
部
・
企
画
振
興
課

企
画
調
整
係

☎ 

２
３
‐
１
１
１
６

市
で
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
総
合
計
画
を
策
定
中
で

す
。
策
定
に
あ
た
り
、
広
く
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
が
、そ
の
一
環
と
し
て
、

こ
の
た
び
協
働
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ

新
し
い
長
門
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
応
募
資
格
　
長
門
市
民

■
募
集
人
員

長
門
地
区
、
三
隅
地
区
、
日
置
地

区
、
油
谷
地
区
か
ら
各
10
人
程
度

■
内
容

・
第
１
回
「
新
し
い
ま
ち
を
知
ろ
う
!!

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
考
え
よ
う

!!
」

・
第
２
回
「
ま
ち
の
課
題
を
話
し
合

お
う
!!
」

・
第
３
回
「
課
題
解
決
の
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
を
提
案
し
よ
う
!!
」

※
第
１
回
は
２
月
15
日

に
開
催
し

ま
す
。
以
降
は
３
月
、
４
月
の
平

日
の
夕
方
に
開
催
予
定

■
応
募
方
法

市
役
所
企
画
振
興
課
も
し
く
は
各

総
合
支
所
総
務
課
ま
で
、
お
電
話

か
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い

■
募
集
期
限
　
１
／
20

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

本
庁
企
画
振
興
課
企
画
調
整
係

Ｅ
メ
ー
ル

chosei@
city.nagato.lg.jp

三
隅
総
合
支
所
総
務
課
地
域
振
興
係

43
‐
０
２
２
１

日
置
総
合
支
所
総
務
課
地
域
振
興
係

37
‐
２
１
４
０

油
谷
総
合
支
所
総
務
課
地
域
振
興
係

32
‐
１
１
１
３

重
度
障
害
者
福
祉
手
当
の

申
請
に
つ
い
て

市
民
福
祉
部
・
高
齢
障
害
課

障
害
福
祉
係

☎ 

２
３
‐
１
２
４
３

12
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
「
長
門
市
重
度
障
害
者
福
祉

手
当
」
に
つ
い
て
は
、
申
請
の
際
、

対
象
と
な
る
障
害
者
手
帳
、
認
印
、

振
り
込
み
を
希
望
さ
れ
る
口
座
の
通

帳
（
障
害
者
本
人
も
し
く
は
保
護
者

の
も
の
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
郵
便
貯
金
は
不
可
）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
障
害
福
祉
係

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

市
民
福
祉
部
・
地
域
福
祉
課

児
童
福
祉
係

☎ 

２
３
‐
１
１
５
６

児
童
手
当

■
対
象
者

市
内
在
住
者
で
小
学
３
年
生
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

■
児
童
手
当
額

・
第
１
子
お
よ
び
第
２
子

月
額
　
　
５
、
０
０
０
円

平
成
18
年
度

「
く
ら
し
の
相
談
員
」
募
集

市
民
福
祉
部
・
健
康
増
進
課

母
　
子
　
係

? 

２
３
‐
１
１
１
９

経
済
建
設
部
・
商
工
観
光
課

商
　
工
　
係

☎ 

２
３
‐
１
１
３
６

消
費
生
活
に
役
立
つ
知
識
や
情
報

の
普
及
な
ど
に
消
費
者
の
立
場
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
く
「
く
ら
し
の
相
談

員
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
市
民

■
募
集
定
員
　
２
人

■
任
期
　
４
月
か
ら
１
年
間

■
活
動
内
容

消
費
者
の
苦
情
・
意
見
の
取
り
次

ぎ
、
研
修
会
の
出
席
な
ど

■
応
募
方
法

商
工
観
光
課
、
各
総
合
支
所
備
え

付
け
の
申
込
書
に
よ
る

■
応
募
締
切
　
２
／
７

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
商
工
係

・
第
３
子
以
上
（
１
人
に
つ
き
）

月
額
　
１
０
、
０
０
０
円

児
童
扶
養
手
当

■
対
象
者

父
母
の
離
婚
等
に
よ
り
父
親
と
別

生
計
の
児
童
（
18
歳
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
、

ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
定
の
障
害

の
あ
る
人
）
を
養
育
し
て
い
る
母

親
等

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
対
象
者

障
害
児
（
20
歳
未
満
で
政
令
に
定

め
る
程
度
の
障
害
の
あ
る
人
）
の

父
母
ま
た
は
養
育
者

共
通
事
項

・
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
に
よ
る
支

給
制
限
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
係



Part 8

昨
年
、
11
月
１
日
に
は
新
市
誕
生
記

念
式
典
を
開
催
し
、
新
し
い
市
章
も
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち

が
誇
る
「
青
い
海
」
と
「
豊
か
な
自
然
」、

そ
し
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
抱
く
私

た
ち
の
「
意
欲
と
希
望
」
が
込
め
ら
れ

た
素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ド
レ
ミ
フ
ァ
な
が
と
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
新
長
門
市
の
う
た
「
あ

ら
た
な
る
風
よ
」
は
、（
海
か
ら
の
風
）、

（
山
か
ら
の
風
）、（
友
か
ら
の
風
）
…

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
風
の
声
」
を
聴
き

な
が
ら
、
自
然
と
人
が
一
体
と
な
り
、

手
を
つ
な
ぎ
あ
っ
て
明
日
へ
向
か
お
う

と
唄
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
大
切
に
す
る

心
」
と
「
人
の
和
」、
そ
れ
が
私
た
ち

の
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

と
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
年
は
「
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
２

０
０
６
」
が
開
か
れ
ま
す
。
古
典
芸
能

や
地
芝
居
、
み
す
ゞ
や
棚
田
と
、
私
た

ち
の
伝
統
文
化
や
こ
こ
ろ
、
そ
し
て
自

然
や
景
観
を
表
現
・
発
信
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や
風
土
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
心
を
ひ
と
つ
に

し
て
新
市
を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う
市

民
の
気
持
ち
が
深
ま
っ
て
い
く
中
、
今

年
は
確
実
に
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

「
新
市
建
設
元
年
」
と
捉
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
、
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新市建設元年です

2006.１.１2006.１.１

市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
歴
史
的

な
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
50
年
以
上
も

続
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
を
閉
じ
、

１
市
３
町
が
合
併
を
し
て
新
し
い
「
長

門
市
」
を
発
足
さ
せ
た
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
、
ま
た
初
代
市
長
と
し
て
舵
取

り
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
私
に
と
っ

て
も
、
忘
れ
ら
れ
な
い
１
年
で
あ
り
ま

し
た
。

少
し
寂
し
い
想
い
で
閉
庁
式
を
終

え
、
夢
と
希
望
を
抱
い
て
新
市
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
多
忙
な
あ
の
時
か
ら
10
ヶ

月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

新
市
建
設
に
最
も
必
要
な
「
市
民
の
一

体
感
」
は
日
々
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

私
と
未
来
ゆ

め

を
語
り
ま
せ
ん
か
？

■三隅保健センター（研修室）
１月11日（水）9：00～11：30
■日置保健センター（会議室）
１月18日（水）9：00～11：30
■油谷保健福祉センター（会議室）
１月19日（木）9：00～11：30
■長門市中央公民館（講座室1）
１月30日（月）9：00～11：30
■問い合わせ　秘書係 23‐1113

平
成
18
年
度
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

総
務
省
で
は
、
今
後
の
電
気
通
信

行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成
18

年
度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ
る

満
20
歳
以
上
の
人
で
、
次
の
活
動

を
行
う
こ
と
が
可
能
な
人
。
た
だ

し
、
総
務
省
お
よ
び
電
気
通
信
事

業
者
に
勤
務
経
験
の
あ
る
人
並
び

に
そ
の
人
の
家
族
を
除
き
ま
す

・
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
年
２
回
実
施
予
定
）
へ
の

年
金
相
談

時
間
延
長
／
休
日
相
談

山
口
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、
萩

事
務
所
で
実
施
し
て
い
る
「
年
金
相

談
」
の
時
間
延
長
と
休
日
相
談
を
始

め
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

相
談
も
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
時
間
延
長
日
（
19：

00
ま
で
）

・
１
／
10

・
２
／
13

・
３
／
13

■
休
日
相
談
日
（
９：

30
〜
16：

00
）

・
１
／
14

・
２
／
11

・
３
／
11

■
問
い
合
わ
せ

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

・
年
金
相
談

０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
８

・
納
付
相
談

０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
６

海
技
免
許
の
更
新
講
習

海
技
免
許
の
更
新
（
５
年
毎
の
更

新
）
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
１
／
29

９：

30
〜

■
会
場
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
持
参
物

・
海
技
免
許

・
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
１
通

・
写
真
２
枚
（
縦
4.5
cm
×
横
3.5
cm
）

パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
（
ス
ピ
ー
ド
可
）

・
費
用
　
小
型
免
許
更
新
講
習

８
、
０
０
０
円

小
型
免
許
失
効
再
交
付
講
習

１
３
、
８
９
０
円

※
大
型
（
海
技
士
　
航
海
・
機
関
）

受
有
者
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

下
関
市
東
大
和
町
２
‐
３
‐
25

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

０
８
３
２
‐
６
６
‐
４
０
２
９

http://w
w
w
.urban.ne.jp/hom

e/kanm
on

骨
髄
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

全
国
で
毎
年
約
６
、
０
０
０
人
に

白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の

血
液
難
病
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
骨
髄
移
植
を
必
要
と
し
て

い
る
患
者
さ
ん
は
、
現
在
約
２
、
０

０
０
人
で
す
。

■
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
人

・
18
〜
54
歳
ま
で
の
健
康
な
人

・
体
重
が
男
性
45
kg
、
女
性
40
kg
以

上
の
人

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
理
解
し

て
い
る
人

・
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
家
族
の
同

回
答
（
全
員
）

・
各
地
域
で
総
務
省
が
開
催
す
る
モ

ニ
タ
ー
会
議
（
年
１
回
の
開
催
予

定
）
へ
の
出
席

■
委
嘱
期
間

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
19

年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

■
募
集
人
員

中
国
地
方
で
100
名

（
全
国
で
１
、
０
０
０
名
程
度
）

■
応
募
方
法

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
次

の
事
項
を
記
載
の
上
、
ご
応
募
く

だ
さ
い

・
住
所
（
郵
便
番
号
）、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
（
携
帯
電

話
可
）、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お

持
ち
の
人
の
み
）、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
応
募
の
動
機
、
募
集
を
知

っ
た
媒
体

※
応
募
の
内
容
は
モ
ニ
タ
ー
選
考
お

よ
び
そ
の
後
の
連
絡
用
と
し
て
の

み
使
用
し
ま
す

■
募
集
期
間

１
／
16

〜
２
／
20当

日
消
印
有
効

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
　

〒
730
‐
8795

広
島
市
中
区
東
白
島
町
19
‐
36

中
国
総
合
通
信
局
情
報
通
信
部

電
気
通
信
事
業
課

０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
７
７

FAX
０
８
２
‐
５
０
２
‐
８
１
５
２

E-m
ail
chugoku-m

onitor
@
rbt.soum

u.go.jp

意
を
得
て
い
る
人

※
受
付
か
ら
登
録
ま
で
約
15
分
程
度

か
か
り
ま
す
（
ビ
デ
オ
上
映
時
間

を
含
む
）。
ま
た
、
２
cc
の
採
血

が
あ
り
ま
す

骨
髄
ド
ナ
ー
集
団
登
録
会

■
日
時

１
／
21

10：

00
〜
16：

00

■
場
所
　
ウ
ェ
ー
ブ
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
そ
の
他
　
当
日
も
受
付
が
で
き
ま

す
が
、
検
査
の
都
合
上
、
事
前
予

約
を
お
願
い
し
ま
す

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
　

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
課
地
域
保
健
班

22
‐
２
８
１
１

講
演
会

「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
」

認
知
症
（
痴
呆
症
）
の
人
は
現
在

約
160
万
人
、
20
年
後
に
は
倍
増
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
が
認
知

症
に
な
る
可
能
性
も
決
し
て
低
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も
自
分
の
こ

と
と
し
て
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時
　
１
／
29

10：

00
〜

■
会
場
　
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

■
講
師

医
療
法
人
エ
ス
ポ
ア
ー
ル

出
雲
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
・
院
長

高
橋
　
幸
男
　
氏

■
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

介
護
老
人
保
健
施
設

福
寿
苑
　
村
田
・
井
寺

37
‐
３
９
１
２

１
月
10
日
は
110
番
の
日

「
交
通
事
故
に
あ
っ
た
」、「
ド
ロ

ボ
ー
に
入
ら
れ
た
」、「
事
件
・
事
故

を
目
撃
し
た
」
時
に
は
、
あ
わ
て
ず
、

あ
せ
ら
ず
、
110
番
し
て
く
だ
さ
い
。

■
110
番
の
ポ
イ
ン
ト

・
何
が
あ
っ
た
か
（
事
件
？
事
故
？
）

・
い
つ
、
ど
こ
で
（
時
間
、
場
所
、

付
近
の
目
標
物
は
？
）

市
職
員
人
事
（
１
月
１
日
付
）

係
員

・
企
画
総
務
部
税
務
課

西
間
　
聖
治

（
企
画
総
務
部
総
務
課
地
域
安
全
係
）

・
三
隅
総
合
支
所
総
務
課

近
藤
　
美
恵

（
企
画
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

退
職
（
平
成
17
年
12
月
31
日
付
）

兼
重
　
陽
子

（
三
隅
総
合
支
所
総
務
課
総
務
係
）

小
田
　
絵
美

（
市
民
福
祉
部
地
域
福
祉
課

三
隅
保
育
園
）

・
現
場
の
様
子
（
け
が
人
の
有
無
、

盗
ま
れ
た
物
は
？
）

・
犯
人
の
状
況
（
人
数
、
性
別
、
人

相
、
服
装
、
逃
げ
た
方
向
は
、

車
・
徒
歩
？
）

・
あ
な
た
の
お
名
前
、
住
所
、
電
話

番
号

急
ぐ
ほ
ど正

し
く
　
は
っ
き
り
　
110
番

■
携
帯
電
話
か
ら
の
110
番

車
を
運
転
中
に
、
携
帯
電
話
を
手

に
持
っ
て
通
話
す
る
こ
と
は
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず

安
全
な
場
所
に
停
め
て
電
話
し
て

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

長
門
警
察
署
地
域
課

22
‐
０
１
１
０

新
春
囲
碁
将
棋
大
会

油
谷
中
央
公
民
館
で
は
、
恒
例
の

新
春
囲
碁
将
棋
大
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
囲
碁
・
将
棋
愛
好
者

の
み
な
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時
　
１
／
15

９：

00
〜

■
場
所
　
油
谷
中
央
公
民
館

■
対
象
者

囲
碁
・
将
棋
愛
好
者
な
ら
ど
な
た

で
も
　
　
　

■
内
容

・
囲
碁
の
部

Ａ
級
、
Ｂ
級
を
設
け
、
上
位
入
賞

者
に
は
、
賞
状
・
賞
品
を
用
意
し

ま
す

・
将
棋
の
部

大
人
の
Ａ
級
、
Ｂ
級
、
子
供
の
部
　

を
設
け
、
上
位
入
賞
者
に
は
、
賞

状
・
賞
品
を
用
意
し
ま
す

■
参
加
費

１
人
　
　
１
、
５
０
０
円

※
当
日
徴
収

■
申
込
方
法
　
準
備
の
都
合
上
、

油
谷
中
央
公
民
館
へ
の
事
前
申
し

込
み
と
し
ま
す
が
、
当
日
受
付
も

で
き
ま
す

■
申
込
期
限
　
１
／
13

■
そ
の
他

昼
食
、
飲
み
物
は
準
備
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

油
谷
中
央
公
民
館

32
‐
１
１
１
６


